
首都機能を守り、日本の交通の東西分断を防ぐ 

災害時における首都圏三環状道路の重要性 

○懸念される首都直下型地震や東海地震により、首都圏そのものがダメージを受けた場合、

外環等の環状道路が未整備の現状では、全国から首都圏へ、全国から首都圏を経由した被災地

への人材・物資等の供給が途絶する可能性があります。 

○日本の東西交通の分断を避け、京浜港との連携を図るなど、首都の中枢機能を守るため

には、高速道路ネットワークの要である外環の整備は喫緊の課題であり、一日も早く完成

させなければならなりません。 

東日本大震災における高速道路の役割 
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○東日本大震災では、発災後２０時間で東北道が復旧し、緊急車両について全線が供

用され、迅速な救援活動や緊急輸送における高速道路の重要性が改めて明らかに

なりました。 
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